
安全で安定した生産活動

基本的な考え方「安全はすべてに優先する」の浸透
当社グループは安全が社会からの信頼の礎であると同
時に、安全確保に取り組むことは、ものづくりの質を高め、
経済軸における企業価値向上にもつながるという考え方
のもと、「安全はすべてに優先する」という経営方針を掲
げています。当社グループの「保安の確保に関する理念、
基本方針」として位置づけているレスポンシブル・ケア基
本指針においても、「安全はすべてに優先する」と明確化
しています。

これらの方針は、CEOをはじめとする役員が当社グ
ループの全従業員に対して、期首講話、工場訪問時の講
話、安全の日の訓示、社内報・ポータルサイトなどを通じ
て繰り返し発信し、安全に関する基本的な考え方として浸
透させています。
また、当社グループのマテリアリティにおいては、事業
継続の前提となる課題として「安全」を挙げ、VISION 2030

では「あるべき安全の姿」を「『安全はすべてに優先する』

の徹底により安全文化を醸成し、人・設備・技術が多様化
しても、グループ全体で高レベルの安全を実現している」こ
とと定めています。
当社グループは、協力会社を含むものづくりに携わるす
べての従業員一人ひとりが「安全は、自分自身のため、家
族のため、同僚のため、社会のため」という認識を持つよう、
本質安全を実践できる人材育成、安全文化のグローバル
展開、高度な安全技術の導入・展開を進めています。

レスポンシブル・ケア基本方針

三井化学グループは、企業理念及び行動指針に基づき、法令遵守はもとより安全、健康、環境及び品質の継続的改
善により地域と社会の期待と信頼に応え、社会の持続可能な発展に貢献することが私たちの務めと認識し、関係する
人々や企業との良好なコミュニケーションを図り、事業活動を展開していきます。

•  「安全はすべてに優先する」を私たち全員が心に刻み、無事故・無災害の実現を徹底して追求します。

•  製品のライフサイクルにわたる人と環境へのリスクを評価し、人々の健康の確保と環境負荷の低減を図ります。

•  技術・製品の開発等の事業活動を通じて人々の生活の質の向上と地球環境の保全に貢献します。

•  お客様が満足する製品とサービスを提供し、お客様の信頼に応えます。

•  従業員の心と身体の健康増進に積極的に取り組みます。

1997年10月1日制定
2015年9月1日改正

VISION 2030における安全に関わる基本戦略

自立型高度保安体制の構築
• 高度なリスクアセスメント体制の構築
• 先進的な技術の活用

関係会社等への支援強化

人材各層への教育の継続的改善
• 各層教育・研修の充実
• 生産技術教育委員会による改善

高経年化に対する対応

安全をつくれる組織文化の醸成
• 各種コミュニケーション活動の展開
• 第三者の専門家の知見の活用
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安全で安定した生産活動

重大事故撲滅へ人的要因を重点管理指標に
当社グループは、安全に関して「重大事故・重大労災件数」を非財務KPIに設定し、VISION 

2030期間を通じて件数ゼロを目標としています。しかし、2025年度は重大事故1件（大牟田
工場塩素系ガス漏洩事故）が発生し、多くの方々に多大なるご迷惑・ご心配をおかけいたし
ました。
また、重大事故・重大労災につながる異常現象・事故は、2020～2025年度累計で106

件発生しており、その54%はオペレーション起因や情報共有不足といった人的要因となっ
ています。

事故・労働災害撲滅に意識向上対策を徹底
重大事故・重大労災ゼロに向けては、まず人的要因による異常現象・事故の件数ゼロが
必須と考え、この件数を重点管理指標として、意識向上対策を徹底していきます。
労災の発生状況については、近年協力会社で高所からの墜落・転落労災が継続して発生

しています。2025年度から重点化した墜落・転落労災の対策について、引き続き注力して
取り組みを推進していきます。

異常現象・異常事故累計（2020～2025年度）

106件
その他要因
49件（46%）

人的要因
57件（54%）

人的要因の例

オペレーション起因
•  スタートアップ（SU）やサンプリング時のラインアッ
プ確認不足

• 手順不備（リスクアセスメント〈RA〉不足）
• 非定常作業時のKY（危険予知）不足
• 誤操作・誤判断
• ルール不遵守

メンテナンス起因
• 点検・箇所、優先順位の見誤り
• 懸案箇所放置
• 火気工事実施時の養生不足

情報共有不足
•  製造部の腐食等に対する知見が技術部に伝わっ
ていない

技術評価未実施・評価不足
• 技術評価を実施していない
• RA等の技術評価が不十分
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安全で安定した生産活動

トラブル防止に向けた対策
当社グループのマテリアリティは、「事業継続の前提となる課題」に「安定生産」も特定して
います。安定生産の非財務KPIでは「高額損失*トラブル件数」について定めており、安全と
同様にVISION 2030期間を通じて件数ゼロを目標としています。

2023年度よりトラブル対策ワーキンググループを立ち上げて計画的に対策を進めており、
過去のトラブル事例解析から、稼働後30年以上のプラントにトラブルが集中し、工場の基幹・
基盤プラントでは損失額が高額となることが判明しました。その深層原因には、設備の高経
年化や技術力の低下が挙げられ、ハード対策（高リスク設備を中心とした設備対策）とソフト
対策（設備管理強化や人材育成）の両面を講じ、2030年には高額損失ゼロを目指して取り組
んでいます。
＊ 損金額が1億円以上の生産トラブル

プラントの異常兆候を検知する技術の導入
具体的な対策として、プラントの安定操業を目的に、設備・運転状態の異常兆候を早期に
捉えるセンシング技術やAIを活用した高度化技術の開発・導入を進めています。
まず、ポンプや圧縮機などの動機器の健全性を監視するため、無線型振動センサーを導
入しています。現在1,000基以上の動機器を常時監視しており、軽微な損傷段階での計画的
な保全を実現しています。これにより、突発故障の防止や保全業務の効率化につながって
います。
また、プラントの「いつもと異なる微細な変化」を捉えることを目的に、AI・機械学習を活
用した異常予兆検知システムの導入を進めています。先行導入したプラントでは、数億円規
模の損失につながりかねないトラブルを未然に防止した事例も確認されています。これら
の成果を踏まえ、2026年度は導入プラントの拡大を計画しています。
今後は、新たな技術の適用による監視対象機器の拡大に加え、社内に蓄積された運転・
保全の知識や知見を活用し、生成AIが対処案を提示する機能の開発にも取り組みます。こ
れらを通じて、より安全・安定な操業リスク低減を目指していきます。

2023 2024 2025 2026 2027 2028

トラブル発生プラント対策

ハード対策（高リスク設備から順次更新など）

ソフト対策（設備管理強化など）

 追加  潜在的原因対策

* 残 20%：定修および長納期機器・材料の調達時期を考慮し順次実施

施策策定

施策策定 完了

完了

80%完了 *

完了

リスクが低いと考えていた事象まで検査・更新範囲を拡大

高額損失トラブル撲滅に向けた実行計画
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安全で安定した生産活動

あるべき姿実現に向け「工場進化プロジェクト」を立ち上げ
内外環境の急速な変化により、生産現場の余力がなくなっている現状を踏まえ、2026年
の新体制における骨太計画として、工場のあるべき姿を設定し、ギャップを把握して課題を
導き、その対策を立て取り組んでいます。
工場のあるべき姿は、工場共通の要因や、昨今の働き方改革など、現場の第一線におい
て働く社員を取り巻く環境変化に着目し、各工場とも検討を重ね、「信頼される持続可能な工
場」「誰もが安全・安定に運転できる工場」「人と技術が進化し続ける工場」の3本柱を定義し
ました。
このあるべき姿の実現に向けて「工場進化プロジェクト」を立ち上げ、専任者を配置し迅速
に取り組みを進めます。プロジェクトでは、全工場の運営状況を見える化し、工場からマネ
ジメント層へ課題と対策を提起し、重点的な資本投資を通じた事故トラブルの未然防止を図
ります。
また、本社から工場との協働をより進めるために、体制化・定期化し、継続的に運営状況
の聞き取りを進めていきます。工場ごとにばらつきのあった業務標準類のレベル標準化を
遂行し、プラント運転の自動化などにも取り組んでいきます。

安全・安定生産の実現と財務インパクト
当社グループは安全・安定生産に関する非財務KPIを設定して各種取り組みを進めてい

ます。当社グループでは、安全・安定生産の徹底は、以下の財務インパクトをもたらすと考
えています。

• 復旧コストや機会損失の「回避」
• 稼働率・生産性の「向上」
• 突発投資の「抑制」
• トラブル懸念の払拭による「リスクプレミアムの縮小（資本コストの低減）」

安全・安定生産の実現は、当社グループの企業価値向上に直結するものと考え、徹底して
トラブルの撲滅に努めていきます。

当社グループのモノづくりの中核を担う工場は現在、設備の
高経年化や労働者不足、急激な世代交代など多くの課題に直面
しています。しかし、真のグローバルスペシャリティカンパ
ニーへと成長を続けるためには、これらを地に足のついた方
策で確実に乗り越えなければなりません。
そのための推進力が「工場進化プロジェクト」です。AIなどの

高度化技術を活用して設備の信頼性や運転支援を強化するとと
もに、仕組みや教育を再構築し、人と技術を進化させていきま
す。厳しい環境変化を「変革のチャンス」と捉え、社員・関係会
社・協力会社が一丸となり、明るく元気に安全・安定操業を実
現していきます。

常務執行役員 
生産・技術本部長

高妻 泰久

V O I C E
厳しい環境変化を変革のチャンスと捉え、次世代の「工場進化」を実現する

経済
社会

信頼される
持続可能な
工場

総合的に工場リスクを定義し、
工場リスクマネジメントを強化
•  各工場の様々な運営指標を定義して見える化
•  経営層を含め全工場にタイムリーに共有し、改善を
実施

運転
保全

誰もが安全・
安定運転
できる工場

知見の共有・標準化とDX活用により
運転・保全技術を高度化
•  SOPのレベルアップを図り、運転支援技術を拡張し
て人に頼らないシステムの構築

•  さらなる工場設備管理の強化に資する組織体制
構築

人
技術

人と技術が
進化し続ける
工場

全工場横断的な人材育成・評価改革
•  人の進化を促し、一人ひとりが働き甲斐を感じる工
場づくり

•  スペシャリストの育成・確保、ローテーション実施

3本柱で
工場を進化

27

M
IT

S
U

I 
C

H
E

M
IC

A
L

S
 R

E
P

O
R

T
 2

0
2

6 C
H

A
P

T
E

R
 

 0
1

イントロダクション 価値創造ストーリー 3つの企業変革 経営の基盤 財務・会社データ変革のドライバー


	ボタン24: 
	Page 28: 

	ボタン25: 
	Page 28: 

	ボタン26: 
	Page 28: 



